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一
節

苗
字

苗
字
の
起
こ
り

日
本
全
国
で
使
わ
れ
て
い
る
苗
字
は
、
現
在
八
万
か
ら
十
万
が
か
ぞ
え
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
発
祥
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
『
民
俗
学
辞
典
』
に
は
、
家
の
名
は
、
古
く
は
氏

(
う
じ
)
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、

神
に
つ
か
え
る
斎
部
(
い
つ
き
べ
)
、
矢
を
作

る
職
業
の
矢
作

(
や
は
ぎ

)、
玉
を
造
る
、
玉
造
な
ど
代
々
世
襲
で
受
け
継
が
れ
た
技
術
や
職
業
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
や
、
地
名
で
あ
る
平

郡
(
へ
ぐ
り) ・

阿
蘇
な
ど
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
少
数
の
奴
婢
(
ぬ
ひ
・
奴
は
男
、
婢
は
女
の
奴
隷
)
を
除
い
て
、

良
民
の
す
べ
て
が
氏
の
名
を
も
っ
て
い
た
。
苗
字
は
こ
の
よ
う
に
、
古
く
は
そ
の
家
の
職
業
・
技
術
・
地
名
な
ど
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
っ

て
い
る
。

平
安
時
代
初
期
以
来
、
多
く
あ
っ
た
氏
(
う
じ) ・

姓
(
か
ば
ね
)
も
年
を
経
て
次
第
に
整
理
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
一
大

勢
力
を
も
っ
て
い
た
源
・
平
・
藤
原
・
橘
の
四
氏
が
代
表
的
な
氏
と
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
家
数
も
多
く
勢
力
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

た
め
に
も
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
、
近
江
の
藤
原
氏
は
近
藤
、
遠
江
の
藤
原
氏
は
遠
藤
と
い
っ
た
よ
う
な
呼
び
方
も

起
こ
り
、
地
名
を
称

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
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弱
小
勢
力
の
氏
族
は
、
有
力
な
氏
族
の
傘
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
を
有
利
に
導
き
、
そ
れ
が
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
地
方
武
士
団
の
な
か
に
も
、

源
・
平
・
藤
・
橘
の
四
姓
に
あ
や
か
る
運
動
を
お
こ
し
た
り
、
勝
手
に

有
力
氏
族
の
姓
を

名
の
る
も
の

ま
で
あ
ら
わ
れ
、
弱
少
氏
族
の
姓
は
消
え
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
中
が
源
・
平
・
藤
原
・
橘
で
あ
っ
た
の
で
は
、
ど
こ
の
源
氏
・
平
氏
で
あ
る
の
か
混
同
を
ま
ね
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
、

各
氏
の
所
領
地
・
住
居
地
名
を
頭
に
つ
け
て
、

甲
斐
源
氏
・

信
濃
源
氏
・

秩
父
平
氏
な
ど
を
名

の
っ
た
。
郡
内
領

主、
小
山
田
氏
の
出
自
は
桓
武
平
氏
秩
父
流
で
あ
っ
た
。

京
都
の
藤
原
氏
一
門
は
早
く
か
ら
分
派
の
家
々
に
、
そ
の
住

地
で
あ
る
地
名
を
と
っ
て
、
一
条
・
三
条
・
烏
丸
な
ど
と
よ
び
分
け
て
い
た
。

こ
の
苗
字
の
家
名
化
は
、
中
世
武
士
団
の
地
方
移
住
、
分
派
に
と
も
な
い
、
い
っ
そ
う
進
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
族
一
門
の
名
を
つ
た
え

つ
つ
、

本
領
で
あ
る
居
住
地
の
地
名
を
と
っ
て
、
苗
字
に
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
っ
た
。

甲
斐
源
氏
の
祖
、

源
義
清
(
平
安
後
期
)
も
初
領
常
陸
国
那
珂
郡
武
田
郷
(
茨
城
県
勝
田

市)
の
武
田
を
と
っ
て
、

武
田
冠
者
を
名
の
っ

た
。
ま
た
、
三
浦
半
島
を
拠
点
と
し
て
勢
力
を
も
っ
て
い
た
平
氏
の
一
派
が
三
浦
氏
を
名
の
り
、
さ
ら
に
惣
領
家
は
三
浦
氏
を
名
の
り
、

そ
の
支
流
は
そ
れ
ぞ
れ
所
領
名
を
と
っ
て
、
津
久
井
・
佐
原
・
和
田
な
ど
と
名
の
っ
た
。

・
家
の
よ
び
名
に
は
、
「
家
」
に
固
有
呼
称
と
し
て
、
氏
・
姓
・
苗
字
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
通
称
と
し
て
、
屋
号
・
家
名

(
い
え
な )

屋
敷
名
な
ど
が
あ
り
、
後
者
は
今
で
も
農
山
村
地
帯
に
多
く
用
い
ら
れ
て
、
単
に
同
姓
の
家
を
区
別
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
集
落
内
の
よ

び
名
と
し
て
、

苗
字
よ
り
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

近
世
で
は
町
家
で
も
屋
号
が
お
も
な
呼
び
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
一
般
庶
民
の
間
で
は
苗
字
を
正
式
に
名
の
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
職
業
名
・
屋
敷
地
名
・
先
祖
名
な
ど
、
家
の
特
徴
で
呼
び
分
け
ら
れ
た
。

明
治
三
年
(
一
八
七
〇
)
九
月
十
九
日
、

維
新
政
府
は
、
平
民
に
苗
字
の
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
ま
も
な
く
苗
字
を
つ
け
る
規
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則
が
定
め
ら
れ
た
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
二
月
十
三
日
の
太
政
官
布

告、
第
二
十
二
号
は
、
「
平
民
苗
字
差
し
許
さ
れ
候
旨
、
明
治
三
年
九
月
布
告
候
と

こ
ろ
、
自
今
必
ず
苗
字
相
唱
え
申
す
可
く
、
尤
、
祖
先
以
来
、
苗
字
不
分
明
の
向
き
は
、
新
に
苗
字
を
設
け
候
よ
う
致
す
べ
く
、
此
旨
布

告
候
事
」
と
達
し
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
五
年
三

月
八
日
の
、
い
わ
ゆ
る
壬
申
戸
籍
調
査
で
、

姓
名
そ
の
他
を
届
け
出
た
際
、

新
し
く
苗
字
を
つ
け
る
者
が
多
か
っ

た
が
、

徹
底
を
欠
い
た
の
で
、
必
ず
苗
字
を
つ
け
届
け
出
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
苗
字
の
届
け
出
に
当
た
っ
て
は
、
潜
在
的
苗
字
を
公
に
し
、
ま
た
、
歴
史
的
由
緒
を
も
た
ど
り
、
祖
先
の
も
っ
て
い
た
苗
字
を
名

の
り
、
本
家
・
分
家
・
主
従
の
関
係
を
た
ど
っ
て
、
こ
れ
に
な
ら
う
も
の
、
ま
た
信
仰
と
か
地
縁
、
郷
名
、
屋
号
に
ち
な
ん
だ
苗
字
が
つ

け
ら
れ
、
以
来
、
一
般
平
民
の
苗
字
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

俗
説
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
村
の
物
知
り
や
、
寺
の
和
尚
に
苗
字
を
つ
け
て
も
ら
う
も
の
が
続
出
し
、
な
か
に
は
一
部
落
に
全
部
同
じ

苗
字
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
笑
い
話
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

や
が
て
、

明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八)

六
月
二
十
一
日
の
戸
籍
法
制
定
で
、

苗
字
は
家
ご
と
に
固
定
し
、
「
氏
」
と
い
う
法
的
な
「
家
」

の
呼
称
は
確
定
し
た
。
こ
れ
を
任
意
に
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

分
家
の
場
合
は
本
家
の
苗
字
を
称
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
た
。

鳴
沢
村
の
苗
字

鳴
沢
村
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
苗
字
が
発
生
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
表
が
示
す
よ
う
に
、
き
わ
め
て
同

苗
字
の
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
単
独
苗
字
(
一
戸
だ
け
)
は
三
十
一
を
か
ぞ
え
る
の
み
で
、
他
は
二
以
上
で
他
町
村
に
比
べ
同
苗
字
の
度

合
い
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
渡
辺
・
小
林
・
三

浦
に
そ
れ
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
多
い
苗
字
は
渡
辺
で
あ
る
。
鳴
沢
区
に
百
七
十
戸
、
大
田
和
区
に
百
二
十
一
戸
の
計
二
百
九
十
一
戸
を
か
ぞ
え
、
全
戸
数
の



半
数
以
上
の
五
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
大
田
和
区
の
み
で
み
れ
ば
全
戸
数
の
六
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

続
い
て
小
林
は
鳴
沢
区
に
八
十
五
戸
、
大
田
和
区
に
三
十
四
戸
、
計
百
十
九
戸
で
全
村
の
二
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
こ
れ
に

三
浦
が
五
十
三

戸
、

佐
藤
が
十
七
戸
、
梶
原
十
二
戸
、
清
水
十
一
戸
、
小
佐
野
八
戸
と
つ
づ
き
、
他
は
二
戸
以
下
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

渡
辺
・
小
林
・
三
浦
と
同
苗
字
の
多
い
こ
と

は
、
同
族
集
団
の
意
味
を
示
し
、
本
家
を
離
れ
分
家
し
た
場

合、
同
じ
地

域
に
分
家
し
た
た
め
で
あ
ろ
う

。

苗
字
の
由
緒

郡
内
地
方
に
は
(
富
士
北
麓
)
中
・
近
世
を
通
し
て
武
田
・
小
山
田
・
徳
川
あ
る
い
は
北
条
氏
に
つ
か
え
た
地
域
豪
族
、
渡
辺
氏
・
小

林
氏
が
い
た
。

武
田
軍
団
の
中
に
は
旗
本
・
地
方
部
将
に
率
い
ら
れ
る
被
官
の
同
心
、

武
士
た
ち
以
外
に
衆
あ
る
い
は
党
と
よ
ば
れ
る
集
団
の
武
士
団

が
あ
っ
た
。
富
士
北
麓
で
は
小
山
田
衆
・
西
之
海
衆
・
九
一
色
衆
が
代
表
さ
れ
る
が
、

衆
の
も
つ
意
味
は
論
外
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
衆

の
中
に
、

渡
辺
・
小
林
の
姓
が
古
文
献
に
多
く
み
ら
れ
る
。

天
正
十
年
(
一
五
八
二
)、

壬
午
の
戦
い
で
は
徳
川
方
に
つ
い
た
、
九
一
色
郷
本
栖
の
地
頭
渡
辺
囚
獄
佑
を
筆
頭
と
す
る
九
一
色
衆
十
七

騎
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
九
一
色
衆
十
七
騎
は
徳
川
家
康
に
登
用
さ
れ
た
も
の
で
、
渡
辺
治
郎
左
衛
門
・
渡
辺
五
郎
兵
衛
・
渡
辺
次
郎
兵

衛
・
渡
辺
但
馬
ら
で
あ
る
。

ひ
と
や
の
す
け

渡
辺
囚
獄
佑
(
嵯
峨
源

氏)
は
守
(
も
り
)
と
い
い
、

通
称
は
源
五

郎、
官
名
を
囚
獄
佑
と
し
、

以
後
渡
辺
氏
の
当
主
は
代
々
こ
れ
を
襲

名
し
た
。
天
正
十
年
武
田
滅
亡
後
は
い
ち
早
く
徳
川
家
康
に
帰
順
し
、

天
正
十
年
七
月
、

家
康
の
甲
斐
入
国
の
響
導
役
(
案
内

役)
を
つ

と
め
、

対
北
条
戦
で
は
敵
の
首
級
十
三
を
討
ち
と
る
活
躍
を
し
た
。

一
方
、
北
麓
東
部

(
忍
野
・
明
見
・
山
中
方
面
)
に
勢
力
を
持
つ
豪
族
、
渡
辺
庄
左
衛
門
尉
は
、
北
条
方
の
さ
そ
い
を
う
け
て
い
る
。
天
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正
十
年
六
月
、

北
条
氏
政
は
都
留
郡
に
侵
入
を
計

画、
家
臣
幸
田
政
治
に
命
じ
、
渡
辺
庄
左
衛
門
尉
に
武
田
の
旧
臣
や
縁
故
者
を
集
め
さ

せ
、
郡
内
統
治
の
軍
備
を
う
な
が
す
印
判
状
を
与
え
、
攪
乱
作
戦
と
し
て
、
一
端
甲
府
へ
侵
入
し
て
も
よ
し
と
下
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
天
文
二
十
二
年
(
一
五
五
三
)、

武
田
晴
信
が
「
西
之
海
衆
」
に
発
し
た
文
書
の
中
に
も
(
足
和
田
村
共
有
文
書

)、
小
林
・
渡
辺
の

姓
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
小
林
九
郎
左
衛
門
尉
・
小
林
民
部
左
衛
門
尉
・
渡
辺
左
近
進
・
渡
辺
清
左
衛
門
尉
・
渡
辺
七
郎
左
衛
門
尉
・

渡
辺
右
近
丞
・
渡
辺
縫
殿
右
衛
門
尉
・
渡
辺
弥
右
衛
門
尉
の
渡
辺
六
、

小
林
氏
二

名
で
あ
る
。

高
野
山
引
導
院
の
武
田
家
一
門
の
過
去
帳
に
は
本
村
名
「
鳴
沢
」
の
み
え
る
渡
辺
源
兵
衛
夫
婦
の
逆
修
牌
が
み
え
る
。
そ
れ
に
は
「
私

道
成
禅
定
門
逆
修
・
甲
州
鶴
郡
鳴
沢
渡
辺
源
兵
衛
・
天
正
十
四
年
七
月
十
五
口日
」
、
「
妙
春
禅
尼
逆
修
・
甲
州
鶴
郡
鳴
沢
渡
辺
源
兵
衛
女

房
・
天
正
十
四
年
七
月
十
五
日
」
と
あ
る

(『
甲
斐
叢

書』
所

収
)
。

以
上
の
よ
う
に
富
士
北
麓
に
は
中
世
を
通
し
、

渡
辺
氏
一
派
と
み
ら
れ
る
氏
族
が
多
く
み
ら
れ
る
。
.

小
林
氏
に
つ
い
て
は
、
郡
内
領
上
の
郷
の
奉
行
、
小
林
尾
張
守
一
族
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
永
正
十
七
年
(
一
五
二
〇
)
、
岩
殿
山

円
通
寺
の
鎮
守
、
岩
殿
明
神
七
社
権
現
の
堂
宇
修
補
の
棟
札
に
、
「
駒
一
匹
、
大
刀
一

腰
、
当
郡
主
護
平
信
有
(
小
山
田
越
中
守
信
有
)
と

あ
り
、
そ
の
下
に
、
「
駒
一
匹
、
太
刀
一

腰
、
上
之
奉
行
、
藤
原
道
光
」
(
略
)
と
み
え
る
。

こ
の
藤
原
道
光
が
、
小
林
尾
張
守
道
光
で
あ
り
『
勝
山
記
』
の
な
か
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
。
『
甲
斐
国
志
』
は
、
上
の
郷
の
奉
行
、

小
林
氏
の
一
党
と
し
て
、
小
林
尾
張
守
道
光
・
小
林
刑
部
左
衛
門
・
小
林
和
泉
守
(
宮
内
丞
・
天
文
五
年

没)
・
小
林
宮
内
助
な
ど
の
名
を

の
せ
、

居
館
跡
は
船
津
・
松
山
な
ど
を
伝
え
て
い
る

。

三
浦
氏
に
つ
い
て
は
『
新
編
甲
州
古
文
書
』
に
、
正
和
四
年
(
一
三

一
五
)、
三
浦
介
次
郎
助
法
の
譲
状
写
二
通
と
、
三
浦
清
左
衛
門
宛

の
書
状
(
年
不
詳
)
一
通
が
み
え
る
。
こ
の
文
書
は
旧
西
湖
村
(
足
和
田
村
)
市
郎
兵
衛
所
蔵
の
文
書
で
あ
る
。

小
沼
(
富
士
吉
田

市)
の
滝
口
道
庵
の
文

書
の
中
に
も
「
大
原
地
下
衆」

と
し
て
、

長
浜

村三
浦
久
兵
衛
・

大
嵐
村
三
浦
五
郎
右
衛
門
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の
名
が
み
え
、
足
和
田
村
で
は
三
浦
氏
が
村
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
最
も
多
い
苗
字
を
み
る
と
、
佐
藤
姓
が
第
二
位
で
あ
り
、
清
水
姓
も
十
八
位
と
二
十
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
。
郡
内
に
多

い
佐
藤
姓
は
藤
原
氏
の
後
胤
で
、

加
藤
氏
の
分
流
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
加
藤
氏
は
石
橋
山
の
合
戦
で
敗
れ
た
加
藤
次
景
廉
を
太
祖

と
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

小
山
田
氏
は
富
士
吉
田
の
御
師
を
優
遇
し
、
諏
訪
明
神
家
社
家
や
小
山
田
氏
の
老
臣
に
所
属
さ
せ
「
御
師
衆
」
と
し
て
家
臣
団
に
組
み

入
れ
て
い
る
。
富
士
山
の
御
師
は
浅
間
明
神
の
神
職
を
兼
ね
、
家
を
宿
坊
と
し
て
講
中
に
開
放
し
、
祈
禱
を
行
い
、
富
士
登
山
期
以
外
に

は
講
中
の

信
者
の
家
々
を
訪
問
、

家
内
安

全
、
家
業
繁
盛
の
祈
禱
を
行
い
神
札
を
配
り
、

初
穂
の
志
を
受
け
壇
家
回
り
し
た
。

御
師
は
教

養
も
高
く
財
力
も
あ
っ
た
の
で
、

小
山
田
氏
は
武
士
を
兼
務
す
る
神
職
と
し
て
家
臣
の
列
に
入
れ
た
。

上
吉
田
の
御
師
虎
屋
(
幡
野

氏)
所
蔵
の
「
吉
田
御
師
由
緒
覚
帳
」

(
寛
政
五
癸
丑
年
春
二
月
二
十
日

写)
に
「
佐
藤
行
御
家
人
二
人
・
毘

沙
門
屋
左
近
同
伊
右
衛
門
」
と
あ
り
、

佐
藤
行
御
家
人
二
人
は
、
浅
間
明
神
の
地
主
神
で
あ
る
諏
訪
明
神
の
神
主
を
兼
帯
し
た
佐
藤
上
総

介
に
所
属
し
、

小
山
田
氏
の
配
下
と
し
て
軍
役
に
従
っ
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
諏
訪
明
神
の
神
主
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

梶
原
氏
も
郡
内
に
多
い
苗
字
で
あ
る
。
河
口
湖
の
鵜
の
島
は
武
田
氏
時
代
の
流
刑
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
『
勝
山
記
』
の
中
に
み
え

る
。
武
田
晴
信
の
信
州
攻
め
に
あ
っ
た
敗

将、
知
久
頼
元
一
族
ら
八
人
は
天
文
二
十
三
年
(
一
五
五
四
)
十
月
大
原
の

島(
河
口
湖
鵜
の

島
)

に
流
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
捕
虜
を
大
原
郷
の
地
下
衆
ら
が
三
人
ず
つ
交
代
番
で
守
っ
た
。
そ
の
地
下
衆
の
中
に
、
「
船
津
村
、
梶
原

惣
右
衛
門
」
の
名
が
見
え
る
。

『
新
編
甲
州
古
文
書
』
に
は
、
富
士
御
室
浅
間
神
社
文
書
(
勝
山
村
)
と
し
て
四
十
五
通
を
所
収
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
武

田
信
虎
・
信
玄
・
勝
頼
・
小
山
田
信
有
・
信
茂
ら
が
神
社
に
発
給
し
た
、
太
刀
・
具
足
・
馬
な
ど
の
寄
進
状
や
願
文
な
ど
で
あ
る
が
、

四

十
五
通
の
う
ち

十
三

通
に
小
佐
野
越
後
守
の
名
が
み
え
る
。
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小
佐
野
氏
は
富
士
御
室
浅
間
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
。
郡
内
に
は
こ
の
流
れ
を
く
む
社
家
の
小
佐
野
氏
ほ
か
、
地
域
と
し
て
は
忍
野

村
・
富
士
吉
田
市
・
河
口
湖
町
に
多
い
苗
字
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
、

郡
内
地
方
に
は
、

河
口
浅
間
神
社
の
御

師
、

宮
下
氏
や
小
俣
氏
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
以
来
こ
の
地
域
に
は
渡
辺
氏
・
小
林
氏
・
三
浦
氏
・
佐
藤
氏
・
小
佐
野
氏
な
ど
の
苗
字
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し

明
治
維
新
に
な
っ
て
村
民
に
苗
字
を
つ
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
地
域
に
由
緒
深
い
苗
字
に
あ
や
か
っ
て
、

村
民

が
こ
ぞ
っ
て
渡
辺
・
小
林
・
三
浦
な
ど
の
苗
字
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
正
五
年
(
一
九
一

六)
調
査
の
『
若
尾
資
料
』
で
は
、

本
村
の
苗
字
と
し
て
、
「
渡
辺
・
小
林
・
小
俣
・
三
浦
・
佐
藤
・

梶
原
・

清

水
・
小
佐
野
・
稲
田
・
田
中
・
柴
原
・
中
島
」
の
十
二
氏
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
「
柴
原
・
中
島
」
の
二
氏
は
該
当
が
な

い
。
現
在
で
は
四
十
四
の
苗
字
が
み
ら
れ
る
が
、
大
正
五
年
以
来
約
七
十
年
の
間
に
三
十
二
氏
が
増
え
た
こ
と
と
な
る
。

鳴
沢
村
に
限
っ
て
み
る
と
渡
辺
・
小
林
・
三

浦
の
三

氏
は
ほ
と
ん
ど
が
同
族
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
年
・
百
年
と
経
る
間
に
本

家
か
ら
分
家
へ
、
ま
た
そ
の
支
脈
が
同
苗
を
名
の
っ
た
た
め
、
同
苗
字
の
多
い
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鳴
沢
地
区
組
別
苗
字
分
布
一
覧

組
渡

辺
小

林
三

浦
一
佐

藤
清

水
梶

原
小
佐
野

そ
の

他
合

計

一
八

五
七

i

宮 桑

・ 原

木 ・
下 中

・ 村
田 ・
中
倉
・ 沢
各 ・

一 清
四
〇

一
三

一
三
1
1

1
中
生
加

一
二
九

3
三 1

1
10

1
1
1

1 1 1
伊
賀
上
・

一
三
九

1
4

一
三三

1 1
二
三

1
つ

一
三

八
1
1

高
木
・
沖
松
・
萩
原
・
各

二
八



10
西

7

渡

九
一

七 t t 七
‒

八 二 四 一 四 七
1

五 野
1 四

- --

.

.

.
一
.
.一1 俣

[E]

1 1 二 四 二 六

----

今

1三 一

1

そ

1

他

合

七 |九 |計
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0 6
一

三三
1 0

|
三
三

三
上
・
齋
藤
・
小
池
・
各
一

二
九

7
七

i

五
四

丸
山
・
鳥
居
・
各
一

二 1
1
1五

-
-
-

南
8

一
九

1 0
三
1
1

一
一
吉

村
・
一

三
四

北
8

一
五

一
一

1 1
室 萩
・ 原
高 ・
村 遠
藤
各 ・
一 木
村
・
飯

四
四

東
9

1 0
1
1
1

B
I

1 1
1二

1

T

一
一

尺 石
川・
各

・阿一
部
・

・吹
野
・
倉

三
二

西 9
七

七

三

1 1 1
神
田
・
一

二
三 1

1
1

1 0
一
1
二 1二

1
七

四
一

刑
部
・
鈴
木
・
各
一

二
六

--

合
計

一
七
〇

八
五

四
五

一
七

二
九

三
七
二

大
田
和
地
区
組
別
苗
字
分
布
一
覧

渡
辺

一
小

林
一
三

浦
小

佐
野

小
俣

田
中

井
そ

の
他

合
計

1
一
六

1
一
九

1
2

一 1
1 1

宮
下

・
一

一
七

1
3

一
八

五
二
三

4
二
五

七
T

一
稲
田
・
一

三
八

1
0

二
七

四

三1
1
1

1二
1

村 旗
・ 谷
・各
松一
井
・
芦
沢
・
志

四
二

6
二 1

1二 1
1

一
六

二 1
一 1

四
一

合
計

一 二
一

三
四

八
二

二
1

1 1
六
一
八
〇
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イ
ッ
ケ

本
村
の
イ

ッ
ケ
シ
ュ
ウ
は
“
イ
ッ
ケ
シ
ュ

"
と
も
よ
ば
れ
、
血
縁
、
同
族
な
い
し
は
親
類
、
親
戚
の
同
族
集
団
で
あ
る
。
イ
ッ
ケ
す
な

わ
ち
“
一
家
!
で
あ
る
。

イ
ッ
ケ
は
オ
オ
ヤ
と
分
家
(
ブ
ン
ケ
)
の
組
み
合
わ
せ
が
一
単
位
で
あ
り
、
そ
れ
は
オ
オ
ヤ
か
ら
第
一
分
家
へ
、
第
一
分
家
は
次
代
に

は
オ
オ
ヤ
と
な
り
分
家
を
だ
す
か
た
ち
で
直
角
三

角
形
型
に
斜
面
と
底
辺
を
拡
げ
て
い
る
。
第
一
分
家
は
一
家
の
み
の
場
合
も
数
家
の
場

合
も
あ
る
。
イ
ッ
ケ
は
家
を
中
心
と
す
る
思
考
だ
か
ら
、
他
家
か
ら
入
っ
て
き
た
嫁
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
実
家
と
婚
家
と
は
単
な
る

姻
族
関
係
が
あ
る
だ
け
で
イ
ッ
ケ
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
他
家
へ
嫁
し
た
娘
は
イ
ッ
ケ
で
は
な
い
。
い
う
な
ら
ば
個
人
で
イ
ッ
ケ

に
加
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
家
、
し
か
も
血
縁
が
あ
る
こ
と
で
イ
ッ
ケ
は
成
立
す
る
。

こ
れ
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
苗
字
、
つ
ま
り
姓
は
同
姓
で
あ
る
。
共
同
の
苗
字
神
を
持
つ
の
で
あ
る
。

本
村
の
場
合
を
み
る
と
、
鳴
沢
と
大
田
和
で
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
。
鳴
沢
の
場
合
、
そ
の
組
織
は
同
姓
集
団
で
あ
る
が
大
田
和
で

は
異
姓
と
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

苗
字
神
に
つ
い
て
は
鳴
沢
の
場
合
春
日
神
社
境
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
神
祠
を
も
っ
て
い
る
。
大
田
和
の
場
合
は
八
幡
神
社
へ
合
祀
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
明
治
初
年
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
苗
字
神
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

鳴
沢
で
も
大
田
和
で
も
い
わ
ゆ
る
古
い
家
は
生
活
上
の
、
地
の
利
の
良
い
場
所
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で
県
内
各
地
と
も
通
有
す
る
原
則

で
あ
る
。
オ
オ
ヤ
が
分
家
を
だ
す
第
一
の
例
は
、
長
男
を
家
に
置
き
、
二
男
以
下
を
分
家
さ
せ
る
の
が
原
則
だ
か
ら
、
そ
の
分
家
は
生
活

が
可
能
な
限
り
、

オ
オ
ヤ
に
近
い
生
活
条
件
の
よ
い
地
を
与
え
て
い
る

。

し
か
し
、
こ
れ
は
す
ぐ
限
界
に
達
し
百
年
も
す
る
と
飽
和
状
態
に
な
り
新
開
地
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
推
移
は
鳴
沢
も
大
田
和

も
同
様
で
、
試
み
に
オ
オ
ヤ
と
分
家
を
地
図
上
に
求
め
る
と
歴
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
墓
地
、
す
な
わ
ち
埋
葬
地
に
つ
い
て
も
同
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様
で
あ
る
。
し
か
し
大
田
和
の
場
合
は
、
イ
ッ
ケ
は
イ
ッ
ケ
以
外
の
埋
葬
地
へ
は
埋
葬
で
き
な
い
。
大
田
和
の
イ
ッ
ケ
は
、
イ
ッ
ケ
の
中

に
死
者
が
で
る
と
、
イ
ッ
ケ
だ
け
で
死
者
の
送
葬
用
の
カ
ザ
リ
モ
ノ
、
紋
付
け
な
ど
を
行
う
。
イ
ッ
ク
以
外
の
近
隣
の
組
員
が
埋
葬
の
た

め
の
穴
掘
り
を
す
る
。

大
田
和
の
イ
ッ
ケ
が
、
も
っ
と
も
イ
ッ
ケ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
こ
の
埋
葬
地
で
あ
る
。
イ
ッ
ケ
の
埋
葬
地
が
、
大
別
す
れ
ば
十

二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
れ
が
共
同
墓
地
と
し
て
大
き
な
区
域
を
占
め
て
い
る
。
一
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
イ
ッ
ケ
で
あ
る
か
ら
、
死
者

は
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
な
か
の
未
埋
葬
地
あ
る
い
は
歳
月
の
経
過
し
た
古
い
使
用
地
へ
埋
葬
す
る
の
で
あ
る
。

イ
ッ
ケ
の
な
か
の
一
家
、
す
な
わ
ち
イ
ッ
ケ
の
構
成
員
の
一
家
と
し
て
の
墓
域
は
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
夫
婦
と
い
え
ど
も
と
き
に

同
穴
と
し
て
埋
葬
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

大
田
和
の
イ
ッ
ケ
は
こ
の
墓
制
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
外
形
上
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
田
和
の
イ
ッ
ケ
は
、
イ
ッ
ケ
ご
と
の
名
称
を
存
続
し
て
い
る
。
何
某
イ
ッ
ケ
、
あ
る
い
は
古
く
か
ら
の
何
々
講
の
名
に
よ
る

イ
ッ
ケ
と
が
あ
り
、
そ
の
名
称
は
そ
の
ま
ま
イ
ッ
ケ
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鳴
沢
で
の
イ
ッ
ケ
の
名
称
は
大
田
和
の
よ
う
に
歴
然
と
は
せ
ず
潜
在
化
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
ッ
ケ
は
、
イ
ッ
ケ
の
苗
字
祭
り
を
す
る
。
こ
れ
は
前
記
の
苗
字
神
の
祭

祀
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
祭
祠
の
場
合

と
、
祭
神
等
を
掛
け
図
に
し
て
当
番
制
で
行
う
場
合
な
ど
便
宜
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鳴
沢
地
区
で
現
在
行
っ
て
い
る
イ
ッ
ケ
は
少
な
い

と
い
う
。
ま
た
、
代
表
者
、
つ
ま
り
主
だ
っ
た
者
だ
け
の
祭
り
に
な
っ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

大
田
和
で
は
ほ
と
ん
ど
の
イ
ッ
ケ
が
現
在
で
も
“
日
待
ち
"
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
“
イ
ッ
ケ
マ
チ

"
と
呼
ん
で
い
る
。
内
容

的
に
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
春
の
彼
岸
ご
ろ
、
集
ま
っ
た
り
、
旅
行
し
た
り
で
型
態
は
変
化
し
て
い
る
。
集
ま
る
場
所
も
オ
オ
ヤ
と
か
、
当
番

の
家
は
少
な
く
、
料
亭
な
ど
の
施
設
を
利
用
す
る
例
が
多
い
と
い
う
。
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イ
ッ
ケ
の
発
生
は
、

一
族
の
相
互
扶
助
で
あ
っ
た
り
支
配
、

被
支
配
の
関
係
で
あ
っ
た
り
し
て
自
然
発
生
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
、
村
の
イ
ッ
ケ
に
は
そ
れ
ら
の
部
分
は
み
ら
れ
ず
、
単
な
る
友
誼
組
織
と
し
か
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
面
も
み
ら
れ
る
。
経
済
的

な
保
護
、

被
保
護
の
関
係
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
あ
っ
て
も
そ
れ
は
親
族
な
い
し
は
親
族
内
の
個
人
的
関
係
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で

あ
る

。

な
お
、
本
村
で
は
分
家
に
と
っ
て
は
オ
オ
ヤ
と
い
う
の
は
直
上
の
オ
オ
ヤ
を
い
う
の
が
通
常
で
、
オ
オ
ヤ
の
オ
オ
ヤ
を
“
オ
オ
オ
オ

ヤ
”
す
な
わ
ち

"〝大
オ
オ
ヤ
ッ
と
は
よ
ん
で
い
な
い
。
そ
の
場
合
で
も
オ
オ
ヤ
と
よ
ん
で
い
る
か
ら
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
オ
オ
ヤ
の
原
流
は

そ
の
血
族
の
始
祖
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ッ
ケ
の
現
状

鳴
沢
の
イ
ッ
ケ
は
、
大
分
類
す
る
と
六
、
七
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
分
家
を
オ
オ
ヤ
と
す
る
第
二
段
階

、

第
三
段
階
に
な
る
か
ら
最
大
グ
ル
ー
プ
は
二

百
余
家
と
な
る
。
最
小
は
一
グ
ル
ー
プ
十
余
家
で

あ
る
。

鳴
沢
で
イ
ッ
ケ
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
な
い
家
は
限
ら
れ
た
家
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
イ
ッ
ケ
と
い
う

組
織
を
知
ら
な
く
て
も
大
局
的
に

は
そ
の
イ
ッ
ケ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
鳴
沢
は
小
分
類
五
十
に
近
い
イ
ッ
ケ
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
戦

前
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
年
ご
ろ
の
か
た
ち
で
の
認
識
で
現
在
で
は
イ
ッ
ケ
の
姿
は
消
え
つ
つ
あ
る
。

大
田
和
で
は
、
前
記
し
た

“
イ
ッ
ケ
マ
チ

"
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
本
質
的
に
は
変
化
し
て
も
、
墓
制
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
イ
ッ
ケ
が

認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う。

現
在
は
数
グ
ル
ー
プ
の
大
分
類
と
十
数
グ
ル
ー
プ
の
小
分
類
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
大
田
和
で
は
村

か
ら
出
る
と
イ
ッ
ケ
か
ら
自
動
的
に
脱
退
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
異
姓
が
同
一
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
理
由
は
判
然
と
し
て
い
な

い
。
し
か
し
全
く
無
縁
の
者
が
加
わ
っ
て
い
る
例
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
村
の
イ
ッ
ケ
は
大
田
和
の
墓
制
を
代
表
的
と
し
、
あ
る
意
味
で
の
葬
式
組
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。

鳴
沢
の
葬
式
で
は
、
特
に
イ
ッ
ケ
の

役
割
は
特
定
し
て
い
な
い
。

第
二
節

家
紋

家
紋
の
お
こ
り

平
安
時
代
の
絵
巻
物
語
を
み
る
と
、
調
度
品
や
衣
装
、
牛
車
(
ぎ
っ
し
ゃ
)
の
屋
根
、
側
面
な
ど
に
唐
草
・
窠
(
か
・
木
瓜) ・

亀
甲
・

蝶
・
孔
雀
な
ど
の
模
様
が
美
し
く
え
が
か
れ
て
い
る
。
は
じ
め
は
こ
の
模
様
は
装
飾
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
模
様
を
繰
り
か
え
し

て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
か
そ
の
家
の
し
る
し
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
意
識
し
て
そ
れ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
が
公
家
な
ど
の
古
い
儀
式
な
ど
を
通
し
て
、

代
々
そ
の
「
家
」
に
伝
え
ら
れ
、

そ
の
家
と
結
び
つ
い
て
や
が
て
家
紋
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

後
鳥
羽
上
皇
は
、

菊
の
花
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、
日
常
身
の
回
り
品
に
菊
花
を
あ
し
ら
っ
た
紋
様
を
多
く
用
い
ら
れ
た
。
後
に
こ
れ
が

皇
室
の
し
る
し
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
平
治
物
語
』
の
待
賢
門
戦
の
条
に
、
「
平
家
は
赤
は
た
赤
し
る
し
、
日
に
え
い
じ
て
か
が
や
き
け
り
。

源
氏
は
大
は
た
こ
し
は
た
皆

お
し
な
べ
て
白
か
り
け
る
。
風
に
吹
き
み
だ
れ
、
い
さ
み
す
す
め
る
有
さ
ま
は
、
誠
に
す
さ
ま
じ
く
こ
そ

覚
え
け
れ
」
。
と
み
え
る
。
源

氏
が
白
旗
、
平
氏
が
赤
旗
と
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
た
が
、
こ
の
場
合
単
な
る
色
分
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
戦
場
で
一
族
郎
党
が
団
結
す
る
た
め
の
旗
印
と
し
て
、
ま
た
、

敵
・
味
方
の
識
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
の

標
式
で
も
あ
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っ
た
。

武
家
の
棟
梁
、
源
・
平
両
氏
は
旗
の
目
印
に
色
彩
を
使
っ
た
だ
け
で
家
紋
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
終
わ
っ
た
が
配
下
の
武
士
の
間
で
は

旗
に
図
柄
を
描
い
て
目
印
と
し
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た

。そ
れ
は
桓
武
平
氏
、
武
蔵
七
党
の
児
玉
氏
で
あ
っ
た
。
児
玉
氏
は
旗
に
団
扇
(
う

ち
わ
)
を
図
案
化
し
、
自
己
の
目
印
と
し
て
い
た
。
後
年
、
児
玉
氏
は
こ
の
旗
の
目
印
を
家
紋
と
し
て
使
っ
た
。

公
家
の
紋
章
は
、
保
元
・
平
治
の
こ
ろ
に
は
成
立
し
た
が
、
武
家
の
紋
章
は
こ
の
よ
う
に
、

一
、
二
の
ご
く
わ
ず
か
な
例
を
除
き
、
鎌

倉
期
以
後
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
発
達
は
早
く
、
鎌
倉
中
期
に
は
武
士
全
体
に
普
及
し
、
家
紋
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
創
立
以
後
、
奥
羽
の
役
・
承
久
の
乱
・
文
安
・
弘
安
の
役
と
い
っ
た
戦
い
が
相
次
い
だ
た
め
だ
と
い
う
。

や
が
て
、
全
国
の
土
豪
が
大
戦
に
の
ぞ
む
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
門
の
旗
を
押
し
立
て
、
家
紋
を
染
め
ぬ
い
た
陣
幕
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、

氏
・
苗
字
を
明
ら
か
に
し
、
本
陣
の
場
所
を
味
方
に
明
確
に
し
て
お
い
た
。
当
然
図
柄
も
簡
単
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
当
初
は
苗

字
の
か
し
ら
文
字
や
、
一
、
二
、
三
の
数
字
、
#
や
品
の
よ
う
に
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
三
三
六
年
(
延
元
一
・
建
武
三
)
、

足
利
尊
氏
が
京
都
室
町
に
幕
府
を
開
い
た
こ
ろ
、

公
家
・

武
家
の
間
に
紋
章
の

影
響
が
あ
っ

た
。
後
醍
醐
天
皇
は
尊
氏
を
信
任
し
、
桐
の
紋
章
を
下
賜
し
た
。
し
か
し
、
尊
氏
は
天
皇
に
そ
む
く
こ
と
に
な
っ
た
。

天
皇
は
政
権
回
復
の
た
め
諸
国
の
武
家
に
よ
び
か
け
た
。
こ
の
と
き
、
い
ち
早
く
は
せ
参
じ
た
の
が
、
楠
正
成
で
、
天
皇
に
忠
節
を
尽

く
し
大
功
が
あ
っ
た
と
し
て
、

皇
室
の
紋
章
で
あ
る
菊
花
の
二
分
の
一
に
当
た
る
「
菊
水
の
紋
章
」
を
正
成
に
下
賜
し
た
。
以

来、
朝
廷

や
公
家
で
用
い
て
い
た
紋
章
が
武
家
社
会
の
間
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
国
期
に
入
る
と
、
戦
場
で
の
紋
章
の
効
用
は
、
戦
法
が
か
つ
て
の
一
騎
討
ち
的
な
小
規
模
戦
法
か
ら
、
敵
・
味
方
と
も
大
軍
を
も
っ

て
す
る
集
団
戦
法
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

旗
、
の
ぼ
り
、

陣
幕
だ
け
で
な
く
、

馬
印
に
ま
で
立
体
的
な
標
識
が
生
じ
、

な
る
べ
く

目
に
つ
き
や
す
い
、
奇
抜
な
も
の
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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一
方
、
こ
れ
ら
の
武
家
の
間
に
は
、

武
力
に
よ
っ
て
大
国
の
領
主
と
な
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

自
家
の
家
系
の
明
ら
か
で
な
い
も
の
が

多
く
い
た
。
そ
の
た
め
家
の
格
式
を
保
つ
必
要
上
、
そ
の
た
め
の
家
系
の
出
所
を
か
っ
て
に
決
め
る
も
の
ま
で
あ
ら
わ
れ
た
。
た
と
え

ば
、
源
氏
の
嫡
流
、
何
代
の
末
流
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
の
紋
章
を
自
家
の
紋
章
に
き
め
つ
け
る
こ
と
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ

た
。武
田
信
玄
の
用
い
た
軍
旗
に
は
、
有
名
な
孫
子
の
旗
(
風
林
火

山) ・
諏
訪
明
神
旗
が
あ
る
が
、
こ
の
旗
に
は
家
紋
は
つ
い
て
い
な
い
。

大
和
村
棲
雲
寺
所
蔵
の
赤
い
軍
旗
は
、

赤
い
ラ
シ
ャ
布
製
で
、
武
田
の
家
紋
(
武
田
菱
)

が
、

上
部
に
鹿
の
皮
で
縫
い
取
り
し
て
あ
り
、

非
常
に
鮮
や
か
で
あ
る
。

ま
た
、

馬
標
旗
(
う
ま
じ
る
し
き
)

は
、

絹
の
赤
地
に
、
黒
の
花
菱
の
紋
章
が
縦
に
三
つ
な
ら
ん
で
染
め
ぬ
か
れ
て
い
る
。
武
田
信
玄
が

出
陣
の
お
り
に
は
、

か
な
ら
ず
馬
前
に
こ
の
旗
を
立
て
標
識
に
し
た
と
い
う
(
塩
山
市
・
雲
峰
寺
蔵
)
。

塩
山
市
の
菅
田
天
神
社
所
蔵
の
国
宝
・
楯
無
鎧
(
た
て
な
し
の
よ
ろ
い
)

は
、

甲
斐
源
氏
の

祖、
新

羅三
郎
義
光
以

来
、

御
旗
と
と
も
に

武
田
家
惣
領
職
に
引
き
継
が
れ
、
家
重
代
の
神
宝
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
鎧
は
平
安
時
代
の
も
っ
と
も
古
い
形
が
残
さ
れ
、
甲

(
か
ぶ
と
)
の
飾
り
金
具
に
あ
ざ
や
か
な
花
菱
の
紋
が
打
た
れ
て
い
る
。
こ
の
花
菱
の
紋
は
武
田
家
の
家
紋
で
も
あ
る

。

江
戸
時
代
に
な
り
、
世
間
が
平
和
に
な
る
と
、
か
つ
て
戦
塵
で
磨
か
れ
た
紋
章
は
、
そ
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
塵
を
ぬ
ぐ
っ
て
、
秩
序
維
持

と
、
礼
法
、
威
儀
な
ど
装
飾
的
意
義
を
多
分
に
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
図
柄
に
工
夫
を
く
わ
え
、
丸
形
や
角
で
ま
わ
り
を
囲

っ
た
り
、
素
朴
な
紋
様
か
ら
し
だ
い
に
芸
術
的
操
作
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

万
事
が
は
な
や
か
な
元
禄
時
代
を
迎
え
る
と
、
衣
装
を
き
そ
い
、

紋
章
も
衣
服
の
装
飾
用
に
利
用
さ
れ
、

庶
民
は
武
士
を
ま
ね
、
思
い

お
も
い
に
紋
章
を
作
っ
た
。
幕
府
も
町
人
、
一
般
庶
民
に
苗
字
、

帯
刀
は
許
さ
な
か
っ
た
が
、
紋
章
に
は
寛
大
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
進
ん
で
、
芸
能
・
花
柳
界
で
も
家
紋
は
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
歌
舞
伎
役
者
の
市
川
団
十
郎
は
三
桝

(
み
ま
す
・
さ
ん
し
ょ
う
)
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の
紋
章
つ
き
の
歌
舞
伎
衣
裳
で
、
大
み
え
を
き
り
客
席
を
わ
か
せ
た
。
沢
村
宗
十
郎
は
「
丸
に
い
の
字
」
の
紋
章
を
使
っ
た
。

家
紋
の
ま
っ
た
く
必
要
性
の
な
か
っ
た
一
般
庶
民
も
、
こ
の
よ
う
な
役
者
風
俗
を
ま
ね
て
、
衣
服
に
紋
章
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
一

般
に
も
定
着
し
て
い
っ
た
。

鳴
沢
村
の
家
紋

鳴
沢
村
に
も
っ
と
も
多
い
家
紋
は
、
丸
に
三
つ
星
一
文
字
で
、
「
三
つ
星
紋
」
と
い
う
。
中
国
で
は
こ
の
三
つ
星
を
「
三
武
」
ま
た
は

「
将
軍
星
」
と
い
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
勇
ま
し
く
、
尚
武
的
で
あ
る
。
こ
の
名
称
と
形
の
簡
単
明
瞭
さ
が
武
人
に
好
ま
れ
、

武
家
の
家

紋
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
紋
章
も
は
じ
め
は
衣
服
の
文
様
で
あ
っ
た
も
の
が
、

家
紋
に
転
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
紋
章
は
三
つ
の
星
(
丸)
を
品
の
字
形
に
な
ら
べ
た
の
が
原
形
で
、
さ
ら
に
三
つ
の
星
の
上
下
に
数
字
の
「
一
」
を
つ
け
た
も
の

が
あ
り
、
そ
の
紋
章
の
よ
び
名
は
、
上
に
一
が
つ
い
た
も
の
を
「
一
文
字
三
つ

星
」、

下
に
つ
い
た
も
の
を
「
三
つ
星
一
文
字
」
と

よ
ん

で
い
る
。

こ
の
二
つ
の
紋
章
は
い
ず
れ
も
三
つ
星
が
本
体
で
あ
っ
て
一
文
字
は
省
略
し
て
も
、
星
を
略
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
文
字
は
い
わ
ゆ

る
添
え
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
一
文
字
を
加
え
た
か
と
い
う
と
、
武
士
の
誇
り
と
す
る
、
一
番
乗
り
、
一
番
槍
と
い
う
ゲ
ン
の
よ

い
「
一
」
を
三
つ
星
に
加
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
本
村
の
ば
あ
い
は
、
下
に
一
の
つ
い
た
「
三
星
一
文
字
」
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
紋
章

を
使
っ
た
武
家
は
渡
辺
氏
で
あ
る
。

『
見
聞
諸
家
紋
』
に
よ
る
と

「
三

星
紋
」

を
、

本
郷
・

渡
辺
・
饗
場
の
三

氏
の
紋
と
し
、
「
一
文
字
三
つ

星
」
を
渡
辺
・
永
井
・
毛
利

・
竹
藤
・
萩
氏
ら
の
家
紋
と
し
て
い
る
。
元
来
、
「
一
文
字
三
つ

星
」
は
大
江
一
族
の
紋
章
で
あ
る
が
、

小
笠
原
流
の
仁
賀
保
・
打

越
の

両
氏
も
使
っ
て
い
る

。

「三
つ
星
一
文
字
」
は
、
嵯
峨
源
氏
流
の
渡
辺
氏
の
代
表
紋
で
あ
り
、
同
流
の
間
瀬
氏
や
、

清
和
源
氏
の
愛
知
氏
が
用
い
て
い
た
。
こ
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こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
嵯
峨
源
氏
流
の
渡
辺
氏
が

「
三
つ
星
一
文
字
」
を
代
表
家
紋
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ひ
と
や
の
す
け

う
ど
ね
り

苗
字
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
九
一
色
郷
本
栖
の
地
頭
、
渡
辺
囚
獄
佑
の
出
自
は
嵯
峨
源
氏
で
あ
り
、
内
舎
人
(
帯
刀
し
朝
廷
の
宿
衛
や
雑

務
に
従
う
官
人
)
渡
辺
綱
の
後
裔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
甲
斐
国
志
』
は
渡
辺
氏
・
「
家
系
ニ
内
舎
人
綱
十
六
世
源
次
知
武
田
家
に
仕
へ
左

京
亮
ト
称
ス
福
島
乱
入
ノ
時
功
ア
リ
其
子
源
次
豊
後
ト
称
ス
駿
州
大
宮
ノ
城
ヲ
守
リ
テ
功
ア
リ
元
亀
元
年
午
七
月
十
日
五
拾
貫
文
ノ
印
書

ヲ
賜
ヘ
リ
其
男
源
五
郎
守
囚
獄
佑
ト
称
ス
天
正
四
年
勝
頼
ノ
朱
印
ヲ
家
蔵
ス
…

･」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
渡
辺
氏
の
紋
章
も

「
三
つ
星
一

文
字
」
で
あ
り
、

本
村
の
渡
辺
氏
の
紋
章
も
こ
の
影
響
が
多
分
に
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
多
い
紋
章
は
小
林
氏
の

「
五
三
の
桐
」
で
あ
る
。
「
桐
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る

」 。
皇
室
の
御
紋
の
桐
と
い
う
よ
り
も
、

豊
臣
家
紋
と
し
て
、
大
閤
桐
の
あ
わ
れ
さ
を
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
。
桐
を
皇
室
の
紋
章
と
し
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は

判
然
と
し
な
い
が
、
菊
家
紋
と
同
様
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
紋
章
化
さ
れ
た
と
も
い
う
。

桐
紋
を
用
い
た
武
家
も
多
く
い
た
。
皇
室
の
御
紋
で
あ
る
桐
紋
が
武
家
に
ど
う
し
て
多
か
っ
た
か
、
そ
れ
は
、
御
醍
醐
天
皇
が
足
利
尊

氏
に
下
賜
し
た
こ
と
、
織
田
の
跡
を
継
い
だ
豊
臣
秀
吉
は
「
豊
臣
」
の
姓
を
賜
る
と
同
時
に
、
桐
紋
が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
れ
も
朝
廷
か
ら

で
あ
り
、
尊
氏
・
秀
吉
も
家
臣
の
多
く
に
「
桐
紋
」
を
与
え
て
い
る
。

本
村
で
は
小
林
氏
以
外
に
、
渡
辺
氏
が
二
十
戸
、
清
水
氏
四
戸
が
「
五
三
の
桐
」
を
用
い
て
い
る
。

つぎ
に
多
い
紋
章
は
、
三
浦
氏
の

「
丸
に
三
つ
引
き
」
紋
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
し
く
は

「
引
両
」
(
ひ
き
り
ょ
う
)
と
い
い
、
現
在
で

は
こ
の
引
両
紋
は
丸
の
内
と
か
、

輪
か
く
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ご
く
近
代
の
こ
と
で
、
古
く
は
輪
か
く
は
な
か
っ
た
。

こ
の
丸
の
中
に
横
に
一
本
引
き
、
二
本
引
き
、
三
本
引
き
な
ど
の
線
が

「
引
両
」
の
名
前
で
あ
り
、
「
両
」
と
い
う
の
は
線
の
こ
と
で
、

一
説
に
は
「
霊
」
の
あ
て
字
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

「
引
両
」
紋
は
、
公
家
で
は
舟
橋
を
は
じ
め
、
武
家
で
は
足
利
・
新
田
氏
と
い
っ
た

歴
史
上
有
名
な
氏
、
三
百
氏
以
上
が

用
い
て
い
た
。
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佐
藤
氏
の
家
紋
は

「
下
が
り
藤
」
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
紋
章
は
藤
の
花
と
葉
が
図
形
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
奈

良
時
代
に
は
す
で
に
文
様
化
さ

れ
、
平
安
期
に
は
衣
服
の
文
様
に
競
っ
て
こ
れ
が
用
い
ら
れ
た
。

藤
の
紋
章
が
い
つ
こ
ろ
か
ら
家
紋
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
説
に
は
平
安
初
期
の
藤
原
冬
嗣
が
「
藤
原
氏

長
者
の

紋
」
と
し
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

家
紋
と
し
て
「
藤
紋
」
を
用
い
た
公
家
は
、
九
条
・
一
条
・
醍
醐
・
正
親
町
ら
七
家
が
あ
げ
ら
れ
、
武
家
で
は
藤
原
秀
郷
流
の
佐
藤
・

内
藤
・
武
藤
・
近
藤
ら
「
藤
」
の
つ
く
姓
氏
に
多
く
み
ら
れ
る
。
本
村
で
も
佐
藤
氏
の
ほ
か
「
藤
」
の
つ
く
齊
藤
・
遠
藤
氏
が
下
が
り
藤

を
用
い
て
い
る
。

梶
原
氏
の
家
紋
は
、
「
丸
に
並
び
矢
」
で
あ
る
。
矢
弓
・
は
鉄
砲
が
伝
来
す
る
ま
で
は
、
一
級
の
武
器
で
あ
っ
た
、
弓
が
鉄
砲
な
ら

ば
、
矢
は
鉄
砲
玉
で
あ
る
。
矢
筈
(
や
は
ず) ・

矢
柄
(
や
が
ら) ・

羽
・
鏃
(
や
じ
り
)
か
ら
で
き
て
い
る
。
矢
と
い
え
ば
こ
の
四
つ

が
完
備
し
て
い
る
も
の
を
言
う
が
、

紋
章
は
そ
の
点
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
矢
紋
を
細
か
く
分
け
る
と
、

矢
紋
・
矢
羽
紋
・
矢

筈
紋
・

鏑

(
か
ぶ
ら
)
矢
紋
な
ど
種
々
の
呼
称
で
よ
ば
れ
て
い
る

。

徳
川
時
代
を
通
し
て
矢
紋
、
矢
羽
紋
を
用
い
た
武
家
は
多
く
、

清
和
源
氏
、
義
家
流
の
松
平
・
深
溝
、
平
氏
支
流
の
太
田
氏
、
藤
原
氏

支
流
の
矢
部
氏
な
ど
四
十
氏
に
及
ん
で
い
る
。

清
水
氏
の
家
紋
は
「
五
三
の
桐
」
四
戸
、
「
隅
切
角
に
三
つ
引
き
」
三
戸
、
「
丸
に
笹
り
ん
ど
う
」
一
戸
、
「
丸
に
菊
の
花
十
五
花
弁
」

二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
五
三
の
桐
は
小
林
氏
の
家
紋
で
説
明
し
た
が
、
「
隅
立
て
折
敷
に
三
つ
引
き
」
は
、
三
浦
氏
の
三
つ
引
き
の
「
丸
」

が
、
「
隅
立
て
折
敷
(
八
角
)
」
と
な
り
、
三

浦
氏
の
紋
章
に
に
て
い
る
。

「
丸
に
笹
り
ん
ど

う
」

は
り
ん
ど
う
を
紋
章
化
し
た
も
の
で
、
文

様
と
し
て
は
平
安
朝
か
ら
用
い
ら

れ
、

文
様
か
ら
家
紋
に
転
じ
た
も

の
で
あ
る
。
「
笹
り
ん
ど
う
」

は
源
氏
の
紋
章
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
異
論
も
あ
る
よ
う
だ
。



陰鶴の丸 陰下がり藤 丸に 渡辺 星
鶴の丸 下がり藤 三つ星一文字

2

. ..

佐藤16 渡辺212
小林3 斉藤1

遠 藤1

笹龍胆 並び 矢 五三桐
丸に笹龍胆 丸に並び矢 丸に五三桐

a s

W s Com
小林78清水1

梶原8 渡辺20
石川1 清水4

の
丸に
羽
並び鷹 並び 鷹の羽 丸に三つ 柏

三つ柏
三
丸に
つ引き

三
つ
浦
引き

C
梶原1 小佐野5 三浦45

田 中1

う ち‒‒m 478‒
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丸に 立ち梶の葉 三階菱 丸に 長門三つ星立ち梶の葉 丸に三階菱 一文字三つ星

神田1 萩原1
小林1

丸に抱き茗荷 丸に九枚笹
九枚笹 上がり藤

清宮1 桑原1 能谷1
伊賀上1 丸山1

丸に沢潟に水 丸に蔓柏
蔓 柏

丸に割菱
武 田菱

G

田中2 小池1 倉沢1

s a

C e‒479-



根 い の
丸に 根

笹 丸に菊花15花弁 丸
違
に
い鷹の羽

違 鷹 羽

13
小俣2

鳥居1 清水2 梶原1
吹野1

橘 釘抜き 剣片喰
丸に 橘 丸に釘抜き 丸に剣片喰

m

(rm) PO
飯室1 中生加1 小林5

丸に四つ目もっこく 丸に違い矢
違い矢

折敷に三文字
折敷 三引

清水3
吉村1 梶原1 小林1

--480‒‒
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稲 田 丸に三ツ星

8

稲田1 阿部1

丸に立ち四つ目 丸に沢潟

S

高村1 木下1

那須藤

大

中村1

--481‒
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小
佐
野
氏
の
家
紋
は
丸
に
三
つ
柏
で
あ
る
。

柏
紋
を
す
べ
て
あ
げ
る
と
数
十

種
に
及
ぶ
。
柏
は
「
か
し
わ
餅
」
を
包
ん
だ
葉
の
こ
と

で
、
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
こ
の
柏
の
葉
を
食
器が

わ
り
に
使
用
し
た
。
神
饌
(
し
ん
せ
ん
・
神
に
供
え
る
も
の
)
も
こ
の
柏
の
葉
に
盛
っ

て
神
前
に
供
え
た
。
こ
の
よ
う
に
柏
の
葉
は
神
聖
視
さ
れ
、
柏
紋
が
神
官
に
多
い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

第
三
節

屋
号

は
じ
め
に

人
に
は
名
ま
え
が
あ
り
、
土
地
に
は
地
名
が
あ
る
。
家
に
も
そ
れ
な
り
の
名
ま
え
、
呼
び
名
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
す
な
わ
ち
屋
号
、
家

印
・
呼
び
名
が
そ
れ
で
あ
る
。

屋
号
は
江
戸
時
代
か
ら
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
が
、
や
が
て
苗
字
よ
び
に
か
わ
り
次
第
に
す
た
れ
て

い
っ
た
。

屋
号
・
呼
び
名
は
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
、
庶
民
の
生
活
の
知
恵
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、

家
の
代
名
詞
と
し
て
広
く
使

わ
れ
、
祖
先
の
格
式
や
職
業
、
そ
の
家
の
屋
敷
位
置
な
ど
を
伝
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。

『
民
俗
学
辞
典
』
に
は
、

屋
号
は
イ
エ
ナ
・

カ
ド
ナ
な
ど
と
も
い
い
、

本
来
は
屋
敷
を

含
め
た
住
居
に
つ
け
ら
れ
た
呼
称
で
、

家
の

苗

字
と
は
異
な
り
、
一
血
統
一
苗
字
の
家
々
が
多
い
村
で
、

相
互
に
呼
び
分
け
る
た
め
に
も
屋
号
が
必
要
で
あ
り
、
古
く
は
京
都
の
藤
原
の

家
々
が
、
一
条
・
九
条
・
近
衛
・
鷹
司
な
ど
と
呼
び
分
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
。

屋
号
の
成
立
と
も
み
ら
れ
る
、

と
い
い
、
三
河
山
地
か
ら
天
竜
川
流
域
の
村
々
の
屋
号
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

一、
位
置
方
角
に
よ
る
も
の
(
オ
ク
・
ハ
ナ
レ
・
ム
カ
イ
・
キ
タ
)
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ニ 、
地
形
に
よ
る
も
の
(
タ
イ
ラ
・
ホ
ツ
・
サ
ワ
グ
チ
)

三
、
家
屋
の
構
造
、
材
料
に
よ
る
も
の
(
イ
タ
ヤ
・
ク
ラ
ヤ
)

四
、
家
印
に
よ
る
も
の
(
ヒ
シ
ヤ
・
カ
ギ
ヤ
・
サ
サ
ヤ
)

五
、
家
の
祭
神
に
よ
る
も
の
(
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ジ
ン
・
オ
ウ
ジ
・
シ
ャ
グ
ジ
)

六
、

家
の
格
式
・
本
・
分
家
関
係
に
よ
る
も
の
(
イ
チ
ヤ
シ
キ
・
オ
ヤ
ケ
・
モ
ン
・
ア
ラ
ヤ
・
シ
ン
ヤ
・
イ
ン
キ
ョ
)

七
、

職
業
や
村
内
行
事
の
任
務
に
よ
る
も
の
(
カ
ジ
ヤ
・
コ
ウ
ヤ
・
タ
イ
フ
・
ト
ウ
ヤ
)

八
、
出
身
地
に
よ
る
も
の
(
イ
ジ
ヤ
・
ヒ
ダ
ヤ
)

一
村
内
で
屋
号
を
区
分
で
き
る
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
分
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も
っ
た
屋
号
は
、
一
村
に
限

ら
ず
隣
村
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
と
い
い
、

屋
号
の
使
わ
れ
る
土
地
で
屋
号
の
な
い
家
は
新
来
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

屋
号
は
地
域
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
家
が
使
用
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
使
わ
ず
苗
字
な
り
別
の
通
称
な
り
で
家
々
を
呼
び
合

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
あ
る
時
代
そ
の
家
の
主
人
の
名
で
あ
る
太
郎
兵
衛
・
源
太
な
ど
と
呼
ん
だ
り
、
も
っ
と
ア
ダ
ナ
に
近
い
呼

び
方
も
し
た
。

鳴
沢
村
の
屋
号
・
呼
び
名

本
村
で
は
屋
号
・
呼
び
名
も
年
を
追
っ
て
衰
退
し
、
そ
れ
を
呼
び
合
う
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
去
る
二
月
初
旬
に
全
村

の
協
力
を
得
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
回
収
率
は
約
八
〇
%
に
達
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
『
民
俗
学
辞
典
』
が
い
う
、

屋
敷
位
置
・
家
屋
構
造
・
地
形
・
本
家
・
分
家
・
職
業
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
屋
号
・
呼
び
名
・
家
印
な
ど
百
四
十
余
件
を
か
ぞ
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
れ
ら
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
新
旧
は
別
と
し
て
職
業
か
ら
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
屋
号
・
家
印
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の

中
で
古
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
カ
ジ
ャ
・
オ
ケ
ヤ
・
マ
ゲ
ヤ
(
地
域
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
曲
げ
物) ・

繭
屋
が
あ
る
。



名方

5 8
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方
向
や
地
名
・
位
置
的
な
呼
び
名
に
、
ウ
ェ
ノ
エ
エ
(
上
の
家) ・

オ
キ
ノ
エ
エ
(
奥
の
家) ・

モ
リ
シ
タ
(
森
の
下 ) ・

ヨ
コ
ミ
チ

(
横
道) ・

ヤ
マ
ミ
チ
(
山
道) ・

ウ
エ
ノ
カ
バ
ラ

(
上
の
桑
原) ・

カ
ワ
ド
道

(
川
登
道) ・

ハ
ラ
(
原
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
家

の
向
き
か
ら
き
た
も
の
に
ヨ
コ
ヤ
(
横
屋
)
が
あ
る
。
鳴
沢
村
で
は
南
向
き
の
家
が
普
通
で
あ
る
が
、

東
に
向
い
た
家
の
こ
と
で
屋
号
が

ヨ
コ
ヤ
と
な
っ
た
と
い
う
。

「
本
家
・
分

家
」
な
ど
、

主
従
関
係
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
、

オ
オ
ヤ
・
シ
ン
ャ
な
ど
の
呼
び
名
が
多
い
。

本
村
に
は
同
苗
字
を
名
の
る
、

渡
辺
・
小
林
・
三
浦
・
佐
藤
が
多
く
そ
の
主
流
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
そ
れ
ら
の
家
々
を
呼
び
わ

け
る
に
は
、
む
か
し
は
オ
キ
ノ
エ
ェ
の
だ
れ
だ
れ
さ
ん
、
オ
オ
ヤ
の
だ
れ
だ
れ
さ
ん
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
が
、
現
在
で
は
屋
号
や
呼
び
名

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ず
、
名
ま
え
(
太
郎
・
二

・

郎
)
で
呼
び
わ
け
る
の
が
主
で
あ
る
と
い
う
。

ま
れ
に
同
姓
同
名
の
も
の
が
あ
る
ば
あ
い
、
そ
の
人
の
体
の
特
徴
な
ど
で
呼
び
分
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

小
林
ツ
ル
子
さ
ん
が
二
人

4

い
た
と
す
る
と
、
体
の
大
き
い
方
の
人
を
「
オ
オ
ジ
ル
サ
ン
」
、
小
さ
い
方
を
「
コ
ジ
ル
サ
ン
」
と
呼
ぶ
な
ど
で
あ
る
。

戦
後
、
こ
れ
ら
の
屋
号
・
呼
び
名
も
特
定
の
地
域
を
除
い
て
は
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
程
度
に
、

年
を
追
っ
て
衰
退
し
て
い
く
の
が

現
状
で
あ
る
。
鳴
沢
村
で
も
そ
の
傾
向
が
強
い
。

屋
号
・

呼
び

名
・
家
印

方

NI 向
や
位
置
を
表
す
呼
び

本
家
・
分
家
を
表
す
も
の

商
売
や
作
業
内

容
を
表

す
も
の

そ
の

他

ウ
エ
ノ
エ
エ
(
上
の
方
の
家
)
オ
オ
ヤ

中
村
屋
・
〈
源・

富
士
本
屋
・
松
鶴
・
企
(
オ
ダ

ヨ
コ
ヤ
(
家
の
向
き
を
表
し

オ
キ
ノ
エ
エ
(
奥
の

家
)

シ
ン
ヤ

5
イ
ジ
ン) ・

斧
・
水
上
園
・
⑦
ヨ
シ
ノ
ヤ
・
丸

た
も
の
)

ウ
エ
ム
ラ
(
村
の
上
)

桑
原
新
宅

天
屋
・
日
・
企
・
丸
崎
屋
・
フ
ジ
ヤ
・
西
村



第一章 苗字・家紋・屋号

- 485 -

モ
リ
シ
タ
(
森
の
下
)

屋
A
・
○
・
中
邑
屋
・
中
田
屋
・
〈関
・
上
村
屋
・

・
ウ
エ
ノ
カ
バ

ラ
(
上
桑

原
)

カ
ジ
ヤ
・
高
・
魚・

⑦
F
・
若
葉
屋
・
藤

カ
ワ
ド
ミ
チ

(
川
登
道

)
屋
・
今
・
金

・
ミ
ナ
モ
ト
ヤ
・
タ
テ
グ
ヤ
・

・
ウ
エ
バ
ヤ
シ
(
上
林
)

〈幸
・
三
好
屋・ 4

原
村
屋
・
オ
ケ
ヤ
・
や
ま

ヤ
マ
ミ
チ
(
山
道
)

と
屋
・
東
信
・

春
・
米
沢
屋
・
蜂
屋
・
庭
富

ヨ
コ
ミ

チ
(
横
道
)

士
・
食
・
富
・
天
・
た
ば
こ
や
・
ミ
ズ
モ
ト

ハ
ラ
ノ
エ
エ
(
原
の
家
)

ヤ
・
食
・
全

・〇
・
柳
屋
・
食
・
江
戸
屋
・
・

カ
ワ
ハ
ラ

(
河
原
)

伊
・
マ
ル
イ
チ
工
業
・
ヴ
・
令
・
辰
巳
屋・ ◇

8

上
本
屋
・
渡
石・ ・
個

・

･東
屋
・
カ
イ
シ

・
ャ
・
刊

④
・入
田
屋
・
ふ
じ
屋
・
⑥
・
清
水

・
屋
・
中
野
屋
・
石
・
カ
ネ
ノ
ヤ・ 1

揚
屋
・

七
福
屋
・
痢
・
全
・
大
黒
屋
・
食
・
園・ ®

や

☆
・
ぶ
・
ヨ
・
ツ
ル
マ
ツ
ヤ
・
園
・
キ
ク
ヤ
・

・
ア ホ
・
介
・
谷
・
カ
ブ
キ
・
卵・ 4

コ ヨ
・
オ
ケ

ヤ
・
今
・
ア
・
会
・
金 全
・
一
力
屋
・
刃
・
久
野

・
屋
・
和・

曲司 ヨ
・
長
上
・
モ
ジ
ヤ
・
川
上

モ
モ
ノ
キ

屋
・
四
・
繭
屋
・
い
し
ぐ
ら・ 3 ・

吉
田
屋

以
上
が
現
在
の
鳴
沢
村
の
屋
号
で
あ
る
が
、
古
い
も
の
と
し
て
は
、
渡
辺
泰
一
家
文
書
の
中
に
商
取
引
の
仕
切
帳
や
領
収
書
に
そ
れ
が

み
ら
れ
る
。
本
村
は
経
木
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
天
保
十
一
年
(
一
八
四
〇
)
子
十
一
月
七
日
の
「
経
木
薄
板
仕
切
帳
」
に
「
経

木
屋
要
七
」
の
屋
号
が
み
え
る
。
ま
た
表
紙
だ
け
の
仕
切
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
中
村
や
半
左
衛
門
と
あ
り
、
「
甲
州
都
留

郡
成
沢
郷
傘
中
村
屋
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
年
号
は
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
正
月
と
み
え
る
。
も
う
一
つ
は
領
収
書
に
み
え
る
屋
号



左から経木屋要七・中村屋半左衛門・わんやの屋号

- 486-

で
「
わ
ん
や
」
と
あ
り
、
印
は
「
甲
州
郡
内
①
碗
屋
」
と
あ
る
の
で

器
(
う
つ
わ
)
の

1 4
ワ
ン
の
取
引
領
収
書
で
あ
ろ
う
。

T e
x

S
o
k

海
雲
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